






上に障害者スポーツに関する話題を報道し (図 1 参
照), リオデジャネイロパラリンピックのテレビ報
道時間は大幅に増加した (図 2 参照). また, 企業
は積極的に障害のあるスポーツ選手を雇用するよう
になった. 第 2 期スポーツ基本計画ではスポーツを
通じた共生社会等の実現, 経済・地域の活性化, 国
際貢献に積極的に取り組むことが示され, 障害者の
週 1 回以上のスポーツ実施率を 40％程度 (若年層
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Abstract : This study examined the level of recognition of words related to the Paralympics and attitudes to-
ward people with disabilities and sports for people with disabilities in an internet survey of ordinary people. The
questionnaire is the same as the one that used in the investigation carried out in 2014 after Sochi Paralympic
games. This investigation was implemented in December, 2016 after Rio de Janeiro Paralympics. The number
of people who responded to the survey was 2,066.
As a result, the ratio of people saying that they knew the event names such as "boccia", "goal ball", "Para bad-
minton" increased from the previous investigation. However, there were very few people who knew about the
technical terms particular to sports for people with disabilities, such as a classifier and the guide runner. These
did not change since the last survey.
An increase of awareness about with disabilities and sports for people with disabilities was not seen since the
last survey. The results also did not show big change in expectation regarding the legacy left by the 2020 Tokyo
Olympics and Paralympics. It is important that fixed point findings like these be determined to see the changes
left by the legacy of Paralympics games. These investigations should be done continuously in future.
キーワード：2020 東京オリンピック・パラリンピック, レガシー, ネット調査, 経年変化
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ること｣ (オリンピック憲章第 1 章, 第 2 項の 14)
とあるが, 具体的なレガシーの在り方は, 文化, 経
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図 1 新聞報道記事数 (2004 年～2016 年)
朝日新聞, 毎日新聞, 読売新聞データベースより藤田作成
図 2 3 大会テレビ合計放送時間 (時間)
出典 (公財) ヤマハ発動機スポーツ振興財団 (2017)
済, 環境, イメージ, 情報・教育, 心理, スポーツ
等非常に多様である (Leopkey & Parent, 2012).


















た (藤田, 2016). その結果, ｢パラリンピック｣ と
いう言葉は知られているが, 具体的な競技名, ｢デ















































け取り, 集計および統計分析を IBM SPSS Statis-
tics 23 によって行った. 調査期間は 2016 年 12 月
27 日から 28 日までの 2 日間である.
調査内容は個人の属性に関する質問項目として性




た体験の有無を加えた 8 項目とした. 身近な障害者
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チャ｣ ｢ゴールボール｣ ｢パラ・バドミントン｣ (以
上競技名), ｢クラシファイヤー｣ ｢ガイドランナー｣
(以上, 障害者スポーツに関する専門用語) の計 11
項目について ｢知っている｣ ｢聞いたことがある｣
｢知らない｣ の 3 つから選択してもらった.
障害者に対する意識に関しても前回同様, 藤田






















































(前回 3.3％), 直接観戦した経験のある人は 4.8％
(前回 6.2％) と少ないが, メディア等を通して間
接的に観戦したことのある人は 60.7％ (前回 69.4
％) と前二者と比較すると多かった. 身近に障害者





リンピック｣ (98.3％) と ｢パラリンピック｣ (97.2
％) は非常に高いが, ｢デフリンピック｣ (2.2％)
と ｢スペシャルオリンピックス｣ (3.9％) は非常に
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低かった. 競技名では ｢車椅子バスケットボール｣
(71.7％) と ｢車いすテニス｣ (69.9％) は高かった
が, 他は 20％以下と低かった. パラリンピック特
有の言葉である ｢クラシファイヤー｣ (0.8％) はほ
とんど知られておらず, ｢ガイドランナー｣ は 16.7
％にとどまった.
図 4 は知っているとした人の割合を前回調査と比
較した結果である. ボッチャ (15.6％増), ゴール
ボール (6.7％増), パラ・バドミントン (5.9％増),
車いすテニス (5.6％増) はそれぞれ 5％以上増加
していた. とりわけボッチャは前回調査の 9.2 倍と
大きな伸びを示した.
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表 1 回答者の属性 (n＝2,066)








とになる. ここでは ｢全くそうは思わない｣ と ｢ど
ちらかと言えばそうは思わない｣ の合計 (以降,
｢そうは思わない｣ とする) および, ｢全くその通り
だと思う｣ と ｢どちらかと言えばそう思う｣ の合計
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図 4 知っていると答えた人の割合 2014～2016 年比較
図 5 障害者・障害者スポーツに対する意識 (n＝2,066)




図 6 は ｢そうは思わない｣ と答えた人の割合を前
回調査と比較したものである. 5％以上増減した項
目は ｢障害のある人はかわいそうな人だ｣ (6.3％増)
のみであった. 増加した項目は 5 つ, 減少した項目









｢外国人観光客の増加｣ (6.0％) が上位 3 つである
のに対し, パラリンピックに期待することとしては
｢障害のある人のスポーツ機会や環境の充実｣ (22.9
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図 6 障害者・障害者スポーツに対する意識 2014～2016 年比較― ｢そうは思わない｣ と答えた人の割合―
図 7 東京オリンピック・パラリンピックに最も期待すること 2014～2016 年比較
％), ｢障害者に対する国民の理解が深まる｣ (16.9
％), ｢公共施設等のバリアフリー化が進展する｣















読売, 毎日 3 紙の記事数を検索したところ 2015 年
1 年間で 4, 2016 年は 0, 同様にスペシャルオリン
ピックスおよび SO をキーワードに 3 紙の記事を検







知っていたが, ボッチャ, ゴールボール, パラ・バ
ドミントンは 20％以下と低かった. しかしながら

















ピック時の約 4.2 倍, ロンドンパラリンピック時の
約 3 倍に増えている (図 2 参照). 新聞報道量も増








































本調査研究は JSPS 科研費 JP25350793 により実
施した.
注
1 本論文では固有名詞などを除き ｢しょうがい｣ の表記
は法令に合わせて ｢障害｣ とする.
2 スポーツ庁の資料によれば障害者スポーツにかかる予
算額は 2014 年が約 17 億円, 2015 年が約 26 億円, 2016
年が約 35 億円, 2017 年が約 31 億円となっている.
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